
 

 

 

 

 

 

ロシアのウクライナ軍事侵攻から１年が経

過しました。私たちの眼前にあるのは、焼け尽

くされた町並み、多くの子供たち、市民の命が

日々奪われている状況です。さらにロシア・プ

ーチン大統領は「核の脅し」を繰り返し「核兵

器」で応戦する可能性を示唆しています。ひと

つ間違えれば、核を使用した世界戦争への危険

性すら感じさせる様相を呈しています。私たち

は権力者の覇権争いから、人命を救うため、一

刻も早く戦争を終結させることを強く求めます！ 
 

 
岸田政権は、ロシアによるウクライナ軍事侵攻・台湾有事を理由に、国民に危機を

煽り軍備増強と、そのための大軍拡増税を画策しています。さらに与党は「防衛装備

移転３原則」の運用の見直しにむけた協議を開始しました。 

 これら国の安全保障に関わる重要な諸政策を、国会審議も経ず、いわんや国民の

声に耳を傾けることなく閣議決定だけで強行しました。「自衛のため」という常套句

を使いながら‥。しかし戦争はいつの時代も「自衛のため」に始まるのです。私たち

はこのことを肝に銘じなければいけません。 

 戦争は一部の独裁者や軍隊だけでは行えません。国民の「同意と支持」が必要とな

るのです。私たちは今こそ手を携えて、反対の声を上げていきましょう！ 
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あらたな戦前にさせない！ 



 目の前で進む「新たな戦前社会」を許さないことが、いまを生きる私たちの責任で

す。憲法９条には「武力による威嚇又は武力の行使は国際紛争を解決する手段とし

ては永久に放棄する」と明記されています。 

 専守防衛を逸脱する「敵基地攻撃能力の保有」は明らかに「武力による威嚇」に当

たります。不戦を誓い合い守り抜いてきた憲

法の理念である「平和主義」を形骸化させるも

のです。断じて認めません！ 

私たちは、今こそ不戦を誓った憲法９条の

理念・精神を広く、強く、訴えていきましょう。

みんなの力を合せ、すべての人々が安全で平

和に暮らせる社会をつくっていきましょう。

９条連はみなさんと共に、力強く闘っていき

ます！ 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

憲法９条―世界へ未来へ連絡会(９条連)とは？ 

1995 年 8 月「憲法 9 条―世界へ未来へ 連絡会（略称：

9 条連）」は結成され、憲法 9 条の精神を国内外に広めるこ

とを一致点に活動を行ってきました。 

特定の政党や党派に左右されることなく、思想・信条や宗

教上の違いを超え、連帯を重視し、憲法改悪を許さない運動

の発展をめざしています。全国の各地域でも 9 条連を結成

し、地域に根差した自主的な活動を行っています。 

「９条連ニュース」は、憲法９条を世界へ未来へ広

げていくために、毎月２０日に発行しています。 

各界の著名な方から、その時節の政治・平和・社

会問題など、核心を捉えたご意見を掲載していま

す。 

集会にご参加のみなさん！「平和・人権・民主主

義」を守るため、「９条連ニュース」を購読しません

か。ご希望の方は、９条連事務局までご連絡をくだ

さい！ 


